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補助事業番号  ２５－９９ 

補助事業名   平成25年度新型摩擦攪拌点接合ツール実用化補助事業 

補助事業者名  近畿大学工学部機械工学科 加工工学研究室 准教授 生田 明彦 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

摩擦攪拌点接合において，近年，攪拌能力に優れるとして提案されている三角柱型

プローブツール等を用いて，実際の施工時に必要不可欠であるツール付着物除去の良

否に着目し，重ね合わせ継手の機械的性質におよぼす影響を明らかにする． 

（２）実施内容 

新型摩擦攪拌点接合ツール実用化に関する研究

(http://www.geocities.jp/kindai_kakouken/) 

摩擦攪拌点接合時のツールへの付着物が継手の性能におよぼす影響に関して，その

詳細を明らかにした．これにより，付着物の有無によるアルミニウム合金重ね合わせ

摩擦攪拌点接合継手の引張せん断強さ，組織状態および塑性流動現象を調査した．ま

た，図1は接合材料がツールに付着した状態，図2は付着物によって性能が向上した継

手の典型的な組織を示す．また，取得物件を図3～5に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 付着物の状況(3000rpm) 図2 断面組織の例（付着物あり，3000rpm） 

 

 

 

 

 

 

 

図3 CADシステム 図4 画像処理システム 

http://www.geocities.jp/kindai_kakouken/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 高輝度LEDランプハウス 

 

２ 予想される事業実施効果 

本研究に用いた三角柱型プローブツールの摩擦攪拌点接合への適用に対する基礎的

データを提示できることが挙げられ，これまでは施工上のノウハウとされていたもの

を技術化していく端緒になると思われる．また，付着物の影響を利用することによっ

て継手の性能向上が図れる可能性があることから，新たな発想に基づく接合条件の設

定や，接合ツール開発に積極的に付着物を利用するような設計思想を取り入れること

を促すことも期待される．  

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

溶接学会全国大会講演概要，第94集，pp.64-65 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

該当なし 

 



４ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 近畿大学工学部加工工学研究室（キンキダイガクコウガクブカコウコ

ウガクケンキュウシツ） 

住   所： 〒739-2116（半角） 

広島県東広島市高屋うめの辺1番 

申 請 者： 准教授 生田 明彦（イクタ アキヒコ） 

担 当 部 署： 機械工学科（キカイコウガッカ） 

E-mail：  aikuta☆hiro.kindai.ac.jp（☆を@にかえてください）     

ＵＲＬ ： http://www.geocities.jp/kindai_kakouken/ 

http://www.geocities.jp/kindai_kakouken/

